
新マニュアルへの移行に伴う関東森林管理局における 

緑の回廊モニタリング調査について 

現在、関東森林管理局には、合計９箇所の緑の回廊が設定されている。 

新マニュアルへの移行に伴い、関東森林管理局では、このマニュアルに沿っ

てモニタリング調査の見直しを行う考えであり、基本方針は以下の通りである。 

１．モニタリング実施間隔設定の基本的な考え 

保護林のモニタリング実施間隔が原則 10年であることを踏まえ、緑の回廊の

モニタリング実施間隔も原則 10年とする。また、調査プロットの保全という観

点から、森林官等による巡視を行うものとし、シカによる被害が確認された場

合はニホンジカチェックシートにより被害状況を報告することとする。 

モニタリング調査結果や巡視により、調査プロットの状況変化が見られ、実

施間隔の短縮が必要であると認められる場合は、保護林管理委員会に諮ったう

えで、実施間隔を短縮することとする。 

別紙１のように、平成 30年度より５年間で関東局管内の緑の回廊の調査を一

度行うこととし、その後、連結する保護林のモニタリング調査と同時の調査と

なるようなローテーションで行う予定とする。 

２．モニタリング調査項目選択の基本的な考え 

 調査の継続性を考慮して、旧マニュアルに基づく調査項目を概ね継続できる

ような調査項目を選択する（別紙２）。 

３．モニタリング調査プロットの基本的な考え 

モニタリング調査の効率化を図るため、過去のモニタリング調査における調

査プロットの活用を主とし、森林生態系多様性基礎調査（林野庁実施）プロッ

トの活用も検討する。

資料３－２ 
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別紙２

緑の回廊

モニタリング調査項目

番
号

調査手法の区分 調査手法の例

森林タイプの
分布等状況調査

1

資料調査 最新の森林調査簿、国有林野施業実施計画
図等を利用し、保護林情報図（森林タイプ
ごとの面積・分布）に準拠した図面を整理 ○ ○

・最新の情報を取得し調査
を実施するため

樹種分布状況調査
2

リモートセンシ
ング

調査時点における最新の空中写真等を取
得・整理

3
資料調査 既存資料（森林生態系多様性基礎調査、モ

ニタリングサイト1000等）を活用し、樹木
の生育状況を整理

○ ○
・既存資料の活用のため

4

森林概況調査 調査票及び全天球写真を利用し、樹木の生
育状況を観察

5

森林詳細調査 プロット内の樹木の樹種、胸高直径、樹高
を計測及び全天球写真を利用して樹木の生
育状況を定点観察

○ ○

・既存の調査からの継続性
を確保するため
・全天球カメラは検討

6

資料調査 既存資料（森林生態系多様性基礎調査、モ
ニタリングサイト1000等）を活用し、下層
植生の生育状況を整理

○ ○

・既存資料の活用のため

7

森林概況調査 調査表及び全天球写真を利用し、下層植生
の生育状況を観察

8

森林詳細調査 同一時期にプロット内に出現するすべての
種を記録及び全天球写真を利用し、下層植
生の生育状況を定点観察 ○ ○

・既存の調査からの継続性
を確保するため
・全天球カメラは検討

9

資料調査 災害履歴情報（災害復旧、防災関連事業）
を利用し、災害種類や件数、面積、分布等
を整理

10

リモートセンシ
ング

緑の回廊区域を明示した空中写真を（立体
視）判読して、大規模な災害発生箇所（山
腹崩壊等）を確認

11

資料調査 既存資料等を利用し、病虫害・鳥獣害・気
象害による被害状況を調査

12

森林概況調査 調査表やチェックシート等を利用し、病虫
害・鳥獣害・気象害による被害状況を調査

13

森林詳細調査 プロット内の樹木の病虫害・鳥獣害・気象
害による被害状況を定量的に調査

○ ○

・既存の調査からの継続性
を確保するため

14

資料調査 既存資料（森林生態系多様性基礎調査、モ
ニタリングサイト1000等）を活用し、下層
植生の生育状況を整理 ○ ○

・既存資料の活用のため

15

動物調査 自動撮影カメラ等を利用し、同一時期の一
定期間内における野生動物の生息状況を記
録 ○ ○

・ラインセンサス法の実施
を検討

森林環境教育の場
としての利用状況
調査

16

資料調査 インターネット等を利用し、森林環境教育
のイベント情報等を整理 ○ ○

・学術論文等の情報も収集

普及啓発の実績、
巡視の実施状況調
査

17

聞き取り調査 業務資料や担当官への聞き取り調査によ
り、緑の回廊の管理体制、事業・取組実績
を確認。

○ ○

・署の取組み状況を確認

野生生物の生育状
況調査

樹木の生育状況調査

下層植生の生育状
況調査

山火事・山腹崩
壊・地すべり・噴
火等の災害発生状
況調査

病虫害・鳥獣害・
気象害の発生状況
調査
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緑の回廊におけるモニタリング調査項目

モニタリング調査手法
（モニタリング調査項目に対して複数の調査手法の区分が示
されている場合には、原則として1手法、特に必要がある場合

には複数の手法を選択）
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